
７請願第２号 

 

   刑事訴訟法の再審規定の速やかな改正を求める意見書提出を求める件 

 

受理年月日  令和７年(2025年)６月２日 

請 願 者  越谷市花田一丁目３３番地１４ 

益 子   繁 

越谷市東越谷二丁目１１番地１６ 

勝 田 幸 夫 

越谷市花田五丁目１６番地１４ 

石 山   博 

越谷市大成町二丁目２７０番地 

玉 生 芳 明 

越谷市相模町七丁目１９６番地１ 

田 村 文 子 

越谷市東越谷一丁目１２番地１６ 

冨 澤 一 枝 

越谷市東大沢一丁目９番地４ 

近 江 由美子 

越谷市越ヶ谷一丁目１１番３５号 吾山ビルⅡ３Ｆ 

石河総合法律事務所 

石 河 秀 夫 

越谷市東大沢一丁目２４番地１１ 

石 井 恵 子 

越谷市大字南荻島３２９０番地５ 

須 長 こ う 

草加市松原一丁目８番１８号－９１６ 

檜 垣 貴津子 

春日部市粕壁５８８７番地４ 

西 田 立 郎 



越谷市大字三野宮１２番地３ 

金 子 正 利 

紹 介 議 員  小 口 高 寛、土 屋 来 夢、山 田 大 助 

工 藤 秀 次、清 水   泉、大 田 ちひろ 

請願の要旨   以下の内容に基づく「刑事訴訟法の再審規定の速やかな改正

を求める意見書」を国へ提出することを求めます。 

       １．再審請求手続きにおける手続き規定を整備すること。 

       ２．再審請求手続きにおける検察が所有する全証拠の開示を制

度化すること。 

       ３．再審開始決定に対する検察官の不服申し立ての禁止を含む

再審裁判とその手続き規定を整備すること。 

請願の理由  １．再審法の不備と現状 

        冤罪は無辜の国民の人生、家族、社会生活そして安寧なる精

神を奪い去ってしまう国家に起因する、取り返しの付かない重

大犯罪であり、その救済はすみやかに行われるべきです。しか

し、雪冤を果たした多くの冤罪事件においては、再審法が戦前

の刑事訴訟法がほぼそのままで置き去りにされ続けてきた、た

った１９ヶ条だけの規定という法整備の不備が如実に表れてい

ます。 

        再審についての諸手続きが決まっていないために、再審に至

るか否かは裁判官の熱意や力量次第という「再審格差」の状況

にあります。また、裁判所による期日指定や再審開始決定後の

検察側抗告権の機械的な適用により再審開始まで長期化する要

因となっています。 

       ２．証拠開示の問題―収集証拠は国民の共有財産である― 

        袴田事件の再審無罪判決では「証拠の捏造」が認定されたこ

とは、警察・検察・裁判所に対する国民の信頼感を決定的に失

墜させています。 

        再審においては、無罪を明らかにする新証拠を再審請求者が

自ら証明しなければならず、「ラクダが針の穴を通るほどに」



とされる所以となっています。多くの冤罪事件では、検察側が

隠し持つ証拠の開示により確定判決を覆す新証拠の発見や自白

の誘導や強要、証拠の改ざんすらもが明らかになっています。

再審事件においても、通常審においても、当初から全証拠が開

示されていれば、冤罪も生まれず、証拠の捏造の必要もありま

せん。 

        証拠の全面開示こそが誤判を正し、すみやかな再審による救

済を実現するものです。 

       ３．狭山事件の当事者県である埼玉の重要性 

        埼玉県においては、１９６３年に狭山市で発生した「女子高

生誘拐殺人事件（狭山事件）」の発生県であり、袴田巌さんよ

りも長く６２年間も無実を訴え続ける石川一雄さんがいます。

この狭山事件では、二審段階では県内の多くの市町村から「公

正裁判を求める決議」がなされました。けれども、この声は届

かず無期懲役判決、これが確定判決となりました。確定判決後

も石川さんは無実を主張し再審請求を続けてきました。 

        第３次請求審の中では、袴田巌さんと同様に裁判所の証拠開

示勧告により、検察がそれまで隠し持っていた証拠が４７年ぶ

りに一部開示されました。弁護団はその証拠を科学的・客観的

に検討することにより、有罪証拠の不合理性や自白の誘導、証

拠の捏造の疑いなどを明らかにしました。今般では新聞各紙、

ＮＨＫなどのマスコミにおいても広く取り上げられるようにな

り「袴田さんの次は石川一雄さんだ」という世論が大きく育っ

ています。 

        しかし、ご存知のように、石川一雄さんは今年３月１１日に

急逝しました。８６歳でした。 

        ２００６年５月、第３次再審請求を申請してから１９年間も

東京高裁は「再審をやる」とも「再審を認めない」とも、決定

を出さずに放置してきました。 

        もし裁判所が弁護団の求める鑑定人尋問や事実調べさえ行っ



ていれば、袴田巌さんのように再審裁判で無罪判決が出されて

いたと、私たちは確信しています。石川一雄さんもまた、再審

法の不備により審理が著しく長期化し雪冤を果たせずに命尽き

てしまった犠牲者です。狭山事件では妻の石川早智子さんが請

求人となって第４次再審を申し立てましたが、石川早智子さん

自身も７８歳です。 

        また裁判所で３回も再審開始決定が出たにもかかわらず、そ

の都度検察の抗告により再審が開始されない、大崎事件の冤罪

犠牲者原口アヤ子さんは９８歳になります。 

        多くの冤罪犠牲者がそうであるように、遅々として進まぬ再

審審理のため冤罪犠牲者が高齢化し、命尽きるのをこのままに

してはいけません。 

        再審法の改正は待ったなしです。再審法の改正そして狭山事

件の解決は、喫緊の課題であり、私たち埼玉県民の悲願のはず

です。埼玉県議会においては、２月定例議会初日に、再審法改

正を求める意見書が全会派満場一致で採択されました。 

        越谷市議会においても、無辜の市民が再び国家犯罪としての

冤罪に苦しむことがないよう、再審法改正の意見書が全国６５

１自治体（５月１２日現在）に続き採択されることは、これか

らの「再審法改正」の世論、そして司法の信頼を回復させるた

めの大きな働きとなると確信するものです。 

        地方自治法第１２４条の規定により、上記のとおり請願いた

します。 

 

           ――――総務常任委員会・付託―――― 

 


